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１　

は
じ
め
に

　

農
林
水
産
政
策
研
究
所
で
は
、
世
界
の
食

料
需
給
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一

環
と
し
て
開
発
し
た
「
世
界
食
料
需
給
モ
デ

ル
」
を
用
い
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
10
年

後
（
２
０
１
９
年
）
に
お
け
る
世
界
の
食
料

需
給
見
通
し
に
関
す
る
定
量
的
な
予
測
分
析

を
行
い
ま
し
た
。

２　

試
算
の
前
提

　

予
測
の
試
算
の
前
提
と
な
る
人
口
に
つ
い

て
は
、
国
連
に
よ
る
世
界
人
口
予
測
に
基
づ

き
、
２
０
１
９
年
の
世
界
人
口
を
76
億
人
と

推
計
し
、
経
済
成
長
に
つ
い
て
は
、
世
界
銀

行
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
及
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
実
質

経
済
成
長
率
に
基
づ
き
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
種
作
物
に
つ
い
て
現
状
の
単
収

の
伸
び
が
継
続
し
、
作
付
面
積
の
拡
大
に
つ

い
て
も
特
段
の
制
約
が
な
い
と
い
う
前
提
で

予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
オ

燃
料
原
料
用
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

各
国
の
現
行
の
政
策
が
継
続
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
予
測
結
果
は
、こ
れ
ら
の
前
提
を
基
に
、

各
国
政
策
の
変
更
が
な
く
、
今
後
も
平
年
的

な
気
象
状
況
が
続
い
た
場
合
の
姿
を
示
し
た

も
の
で
あ
り
、「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
」
と

言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

３　

予
測
結
果
の
概
要

　

２
０
０
８
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
に
お

け
る
経
済
成
長
の
低
迷
は
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
途
上
国
の
経
済
成
長
は
今
後
と
も
高

い
水
準
で
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
ま
ず
、
穀
物

（
米
、小
麦
、と
う
も
ろ
こ
し
、そ
の
他
穀
物
）

及
び
大
豆
の
消
費
量
は
、
２
０
０
７
年
か
ら

２
０
１
９
年
ま
で
の
12
年
間
で
５
億
ト
ン
増

加
し
、
26
億
ト
ン
に
達
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
増
加
要
因
を
品
目
別
に
見

る
と
、
小
麦
及
び
米
に
つ
い
て
は
、
主
に
食

用
需
要
の
伸
び
に
よ
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
及

び
そ
の
他
の
穀
物
で
は
主
に
飼
料
用
と
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
用
需
要
の
伸
び
に
よ

り
、
大
豆
に
つ
い
て
は
搾
油
用
需
要
な
ど
の

伸
び
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
増
加
す
る
も
の
と

見
通
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
所
得
向
上
に

伴
う
肉
類
消
費
の
増
加
か
ら
、
飼
料
用
の
穀

物
消
費
量
の
伸
び
が
26
％
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
穀
物
消
費
量
の
伸
び
に

生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
期
末
在
庫
率
は
低
下

し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
こ
の
た
め
、
穀
物

２
０
１
９
年
に
お
け
る
世
界
の

食
料
需
給
見
通
し
に
つ
い
て

世界食料
プロジェクト需給
モデルチーム

※本分析は、以下のプロ
ジェクトチームが行った。

古橋　　元   
（食料・環境領域主任研究官）
小泉　達治  

（食料・環境領域主任研究官）
上林　篤幸

（食料・環境領域上席主任研究官）
吉田　行郷

（政策研究調整官）
宮原　浩一

（政策研究調査官）

 注 . 大豆の食用等については , 搾油用の消費量も含む .
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2007年

2019年

増減率
（％）

小　麦  
629 
 623 
 517 
 106 
 - 

 138 
 757 
 759 
 629 
 130 
 - 

 128 
 20 
 22 
 22 
 23 
 - 
 -7 

とうもろ
こし
 764 
 759 
 191 
 487 
 81 
 126 
 966 
 971 
 215 
 617 
 139 
 108 
 26 
 28 
 13 
 27 
 71 
 -14 

米  
433 
 428 
 428 
 - 
 - 

 82 
 519 
 520 
 520 
 - 
 - 

 76 
 20 
 21 
 21 

 - 
 -7 

その他
穀物
 276 
 275 
 128 
 147 
 - 

 33 
 334 
 335 
 153 
 182 
 - 

 31 
 21 
 22 
 20 
 24 
 - 
 -7 

大　豆

 224 
 227 
 211 
 17 
 - 

 53 
 291 
 292 
 271 
 21 
 - 

 47 
 30 
 28 
 28 
 24 
 - 

 -10 

第１表　穀物及び大豆における試算結果一覧表
 

第１図　穀物及び大豆の国際価格の推移の予測
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及
び
大
豆
の
価
格
は
上
昇
傾
向
で
推
移
し
、

２
０
０
７
年
に
比
べ
名
目
で
31
～
46
％
、
実

質
で
６
～
17
％
上
昇
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肉
類
の
消
費
量
に
つ
い
て

も
、
各
品
目
と
も
年
間
１
人
当
た
り
消
費
量

の
伸
び
か
ら
増
加
し
、
価
格
も
名
目
で
41
～

42
％
、
実
質
で
７
～
12
％
上
昇
す
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

穀
物
需
給
を
地
域
別
に
み
る
と
、
各
地
域

と
も
消
費
量
、
生
産
量
と
も
に
増
加
し
ま
す

が
、
中
で
も
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で

消
費
の
伸
び
に
生
産
量
が
追
い
つ
か
ず
、
純

輸
入
量
が
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
欧

州
、オ
セ
ア
ニ
ア
が
純
輸
出
量
を
拡
大
さ
せ
、

食
料
の
偏
在
化
の
傾
向
が
拡
大
す
る
見
通
し

で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
北
米
の
純
輸
出
量

は
引
き
続
き
減
少
し
、
中
南
米
は
純
輸
入
地

域
か
ら
純
輸
出
地
域
へ
転
換
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
通
し
で
は
、
品
目
別
に
主
要
国

の
動
向
を
参
考
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

と
う
も
ろ
こ
し
で
は
、
米
国
内
の
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
米
国
の

純
輸
出
量
が
減
少
し
、
国
際
的
に
は
米
国
の

純
輸
出
量
の
シ
ェ
ア
が
５
割
を
下
回
り
ま

す
。
大
豆
で
は
、
搾
油
用
の
需
要
の
増
加
な

ど
か
ら
引
き
続
き
中
国
の
純
輸
入
量
が
増
加

し
、
そ
の
シ
ェ
ア
が
５
割
を
超
え
ま
す
。
そ

し
て
、
米
国
の
純
輸
出
量
が
減
る
と
う
も
ろ

こ
し
、
大
豆
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
な
ど
の
純
輸
出
量
の
増
加
が
そ
の
減
少

を
賄
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

麦
や
大
麦
、
ラ
イ
麦
等
で
は
、
ロ
シ
ア
の
生

産
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
輸
出
余
力
が
拡
大

す
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
純
輸
出
量
の

シ
ェ
ア
は
小
麦
で
19
％
、
そ
の
他
の
穀
物
で

28
％
に
ま
で
拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

４　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
年
度
の
研
究
成
果
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
基
本
的
に

は
、
毎
年
、
モ
デ
ル
の
改
良
を
行
い
な
が
ら
、

自
然
体
の
予
測
（
い
わ
ゆ
る
予
測
）
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

米国
64％

米国
48％

アルゼンチン
15％

アルゼンチン
15％

ブラジル
11％

ブラジル
18％

その他
10％ その他

19％

純輸出量
合　計

94百万トン

純輸出量
合　計

82百万トン

2007 年 2019 年

2007 年 2019 年1995 年

純輸入量

0

20

40

60

80

100
（百万トン）

その他

EU27

中　国

純輸出量

2007 年 2019 年1995 年

（百万トン）

0

20

40

60

80

100

アルゼンチン

その他

ブラジル

米　国

（百万トン）

飼料用

生産量

純輸出量

食用等

-10

0

10

20

30

40

50

60

70

80

2007 年 2019 年1995 年

（百万トン）

0

30

60

90

120

150

2007 年 2019 年1995 年

その他

EU27
ロシア

米　国

第２図　とうもろこしの純輸出量の主要国別シェア
注 . 純輸出量合計は , 31 国・地域内の純輸出量の合計である .

第３図　大豆の主要国別純輸入量及び純輸出量

第 4 図　ロシアの小麦需給の見通し第５図　小麦の主要国別輸出量等


